
米
蒲
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

米

帝

の

英

光

堂

帖

に

つ

い

て

中

田

勇

次

郎

 

宋
代
に
刻
さ
れ
た
米
希
の
法
帖

に
は
、
紹
興
米
帖
、
群
玉
堂
帖
、
松
桂
堂
帖
、
宝
晋
斎
法
帖
な
ど
が
あ
り

こ
こ
に
取
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
英
光
堂
帖
も
そ
の

一
つ
で
あ

る
。
紹
興
米
帖

は
南
宋
高
宗
の
紹
興
十

一
年

(
一
一
四

一
)
に
聖
旨
を
奉
じ
て
模
勒
上
石
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
巻
あ

っ
た
と
い
う
。
程
文
栄
、
南
邨
帖
放
、
宋
高
宗

刻
米
元
章
帖
に
考
証
が
あ
る
。

今
、
宋
拓
米
裏
陽
行
書
、

(
民
国
四
年
六
月
初
版
、

商
務
印
書
館
発
行
)

と
し
て
そ
の

一
帖
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

帖
首
に

「
米
苗
行

書
」
と
纂
題
し
て
、
米
情
の
尺
憤

二
十

一
帖
を

二
十
六
葉
に
わ
た

っ
て
刻
し

て
い
る
。

こ
の
二
十

一
帖
の
中
、
四
帖
は
濡
鈴
の
快
雪
堂
帖
に
収
め
ら
れ
、

一
帖
は
呉
栄
光

の
笏
清
館
法
帖

に
あ
り
、

二
帖
は
故
宮
博
物
院
の
故
宮
法
書
に
真
蹟
本
が
あ
る
。
群
玉
堂
帖
十
巻
は
韓
億
胃

(
一
一
五

一
ー

一
二
〇

二
)

の
刻
し
た
著
名
な
集
帖
で
、
は

じ
め
は
閲
古
堂
帖
と
よ
ば
れ
、
韓
能
冑

の
没
後

こ
の
名
に
改
め
ら
れ
た
。
晋
、
階
、
唐
お
よ
び
宋
人
の
帖
を
集
刻
し
、
そ
の
第
八
巻
が
米
市
の
書
蹟

を
収
め
て
い
る
部
分

で
あ
り
、
現
在
、
こ
の
部
分

の
二
種
の
残
帖
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
も
と
高
島
氏
の
蒐
集
品
で
、
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
、

一
つ
は

好
事
家
云
々
で
は
じ
ま
る
論
書
帖
で
、
今
個
入
の
収
蔵
に
帰
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
は
早
く

に
山
本
寛
山

の
紹
介
し
た
写
真
帖
が
あ
る
。
松
桂
堂
帖
は
米
希
の
曽
孫
米

巨
察

が
朧
山
の
松
桂
堂

に
お
い
て
刻
し
た
も
の
で
、
お
よ
そ
宋
理
宗

の
淳
祐
八
年

(
一
二
四
八
)
ご
ろ
に
成

っ
て
い
る
。
内
容
は
米
董
の
真
蹟
ば
か
り
で
な
く
そ
の
石
刻

拓
本
も
兼
ね
収
め
て
い
る
。
原
帖

は
見
ら
れ
な
い
が
、
英
光
堂
帖
の
な
か
の
米
巨
由公
の
践
の
付

い
た
催
租
帖
、
墨
荘
帖
な
ど
は
、
も
と
松
桂
堂
帖
に
刻

さ
れ
て
い
た
帖
が

誤

っ
て
英
光
堂
帖
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
も
南
邨
帖
孜
に
見
え

て
い
る
。
宝
真
斎
法
帖
は
、
近
刊
の
宋
拓
本
が
あ
り
、
成
淳
三
年

(
=

一六
八
)
曹

之
格
が
無
為
軍

に
お
い
て
、
家
蔵
の
晋
帖
お
よ
び
米
苛
帖
を
集
刻
し

て
十
巻
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
晋
帖
に
は
多
く
米
箭
旧
蔵
の
も
の
を
集

め
、
中

で
も
謝
安
帖
と
王
義

之

の
王
略
帖
と
王
献
之

の
十

二
月
帖
は
米
龍
の
自
刻

の
原
石
拓
本
を
巻
首
に
収
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
帖

の
第
九
、
第
十
に
は
米
蓄
の
書
蹟
多
数
を
収
め
て
い
る
。

以
上

の
よ
う

に
、
南
宋
に
な

っ
て
高
宗
が
米
書
を
愛
好
し
て
こ
れ
を
刻
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
相

つ
い
で
米
書
の
刻
帖
が
作
ら
れ
て
い
た
。
英
光
堂
帖
も
こ
の
米
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書

の
好
尚
の
盛
行
し
た
時
期
に
お

い
て
、
岳
珂
に
よ

っ
て
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

岳
珂

(
=

八
三
f

一
二
四
三
)
は
あ
ざ
な
は
粛
之
、
倦
翁
と
号
し
た
。
祖
父
が
忠
勇
な
武
将

で
名
高

い
岳
飛

(
=

〇

三
i

=

四

一
)

で
、
父
は
森
と
い
う
、
相

州
、
湯
陰

(
河
南
)
の
出
身

で
、
嘉
興
に
住
し
た
。
官
は
戸
部
侍
郎
と
な
り
准
東
総
領
制
置
使
に
至

っ
た
。
博
学

で
詩
文
を
よ
く
し
、
著
書
に
は
経
書
を
相
台
書
塾

に
お

い
て
校
刊
し
た

「
刊
正
九
経
三
伝
沿
革
例
」
が
あ
り
、
ま
た
、

「
那
国
金
陀
粋
編
」

「
桿
史
」

「
悦
郊
録
」
詩
集
に

「
玉
楮
集
」
な
ど
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
法
書

の
鑑
賞

に
す
ぐ
れ
、
収
蔵
に
富
み
、
家
蔵

の
墨
蹟
を
集
録
し
、
末
巻
に
祖
父
岳
飛

の
書
蹟
を
収
め
た

「
宝
真
斎
法
書
賛
」

二
十

八
巻
が
あ
る
。

こ
の
本

に
載

せ
た
家
蔵

の
真
蹟
は

歴
代
帝
王
に
は
じ
ま
り
、
晋
、
染
、
陳
か
ら
唐
、
五
代
、
宋
に
い
た
る
名
人
の
真
蹟

を
収
め
て
、

一
々
に
自
ら
践
語
と
賛
を
付
し
て
い
る
。
岳

珂
は
と
く

に
米
書
を
好
ん

だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
第
十
九
と
二
十

の
二
巻
が
米
酵
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
英
光
堂
帖
の
原
蹟
と
見
ら
れ
る
も
の
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の

帖
の
研
究
に
は
欠

い
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
文
献

で
あ
る
。

岳
珂
が
刻
し
た
英
光
堂
帖
は
、
今
、
完
全
な
も
の
は
伝

っ
て
い
な
い
。

こ
の
帖

の
こ
と
は
明
の
萢
大
撤

の

「
碑
帖
紀
証
」

の
な
か
に
、

「
英
光
堂
帖
、
宋
岳
珂
刻
。
武

陵
書
馴
沈
復
魁
云
、
豊
存
叔
購
得
裳
柳
荘
家
全
部
。
今
止

一
冊
。

帰
於
仲
父
東
明
先

生
。
飴
不
知
散
落
何
所
突
」
と
あ
り
、
明
代
で
も
伝
存
し
て
い
た
の
は
全
本

の
う
ち

の

一
本

の
み

で
、
そ
の
他
は
ど
こ
に
散
落
し
た
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。
早
く
に
そ
の
存
在
は
貴
重
な
も
の
で
あ

っ
た
。

現
在
、
英
光
堂
帖
は
、
清

の
徐
消
仁

の
覆
刻
し
た
本
に
依

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
本
は
墨
拓

一
帖
よ
り
成
り
、
開
巻

の
標
題
に
は

英
光
堂
帖
。
郡
国
宝
真
斎
法
書
第
口
。
本
朝
能
書
人
帖
門
。
宝
晋
書
簡
帖
。

(
以
上
四
行
)

と
あ
り
、
下
に

「
徐
謂
仁
印
」

「
徐
氏
文
台
」

「
上
海
徐
氏
寒
木
春
華
館
道
光
壬
寅
後
所
蔵
」

の
三
印
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
す

べ
て
米
吊
の
尺
憤
で
、

「
葡
啓
早

(注

1
)

略

一
揖
未
慰
久
別
」
か
ら
は
じ
ま
り
、

「
靖
頓
首
再
拝
先
日
吾
友
」
に
.」
る
三
十

五
帖
を
収
め
、
末
尾
に
岳
珂
の
長
践
と
、
徐
溜
仁
の
道
光

二
十

四
年

(
一
八
九
八
)

の

(
注

2
4

自
践
を
刻
し
て
い
る
。

徐
溜
仁

(1

一
八
五
三
)
字
は
文
台
、
号
を
紫
珊
と
い
う
。
上
海
の
人
。
陳
曼
生
、
張
叔
未
等
と
交
遊
し
、
金
石

の
鑑
識

に
精
し
く
、
収
蔵
も
豊
富
で
あ
り
、
み
ず
か

ら
鈎
墓
を
も
よ
く
し
た
と
い
わ
れ
る
。
か

つ
て
晴

の
美
人
董
氏
墓
誌
の
原
石
精
拓

を
入
手
し
て
、
自
ら
随
軒
と
号
し
た
。
漿
隷
を
善
く
し
、
山
水
花
卉
お
よ
び
画
竹
に
も

工
み
で
あ

っ
た
、
著
述
に

「
随
軒
金
石
文
字
」

が
あ
る
。

こ
の
英
光
堂
帖
は
道
光

二
十

二
年

(
一
八
四
二
)
蘇
州
に
お
い
て
入
手
し
、
た
だ
ち
に
名
L

の
胡
衣
谷
に
依
頼

し
て
細
心
の
注
意

の
下
に
模
刻
せ
し
め
、
二
年

の
歳
月
を
経
て
成

っ
た
も
の
で
あ

る
。

な
お
、
家
蔵
の
本

で
は
、
帖
の
の
ち
に
丙
子
十

一
月
、
許
修
直
の
墨
書
し
た
践
が

米
箭
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

7



米
箭
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

あ
る
。
許
氏
は
こ
の
重
刻
本

の
旧
蔵
者
で
あ
る
。

こ
の
帖
の
標
題
の

「
郡
国
宝
真
斎
法
書
第
」

の
下
に
は
巻
数
が
刻
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
文
字
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
こ
の

(
注

2
)

帖
が
第
何
巻
で
あ

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
銭
泰
吉
の
所
見
の

一
冊
に
は
、

「
英
光
堂
帖
第
五
、
郡
国
宝
真
斎
法
書
第
五
、
本
朝
詩
文
門
帖
、
宝
晋
斎
蚕
賦
帖
」
と
四
行
の

標
題
が
あ

っ
た
と

い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
ほ
ぼ
同

一
の
形
式
を
な
し
て
い
る
の
で
、
徐
本

は
こ
れ
と

一
具

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
る
。

こ
れ
に
従
う
と
第

一
行

の
英
光

堂
帖
の
下
に
も
巻
数
が
あ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
両
帖
と
も
に

「
本
朝
能
書
人
門
」

と

い
い

「
本
朝
詩
文
門
帖
」
と
あ

っ
て
、

本
朝
と
い
う

二
字
を
冠
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
英
光
堂
帖
と
い
う
の
は
、
米
蓄
だ
け
の
法
帖
を
集
刻
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
あ
る
い
は
岳
氏
家
蔵
の
二
王
そ
の
他

の
名
蹟
を
も
刻
し
た
も
の
で
あ

っ

た
か
も
し
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
英
光
堂
帖
と
い
う
名
称
は
米
苗
帖
を
意
味
す
る
の
で
、
本
朝
云
々
と
い
う
の
は
、
岳
氏
家
蔵
真
蹟
の
分
門
を
記
し
た
と
解
す
る
ほ

か
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

英
光
堂
帖
の
な
か
に
第
五
帖
が
米
帯

の
蚕
賦
帖

(法
書
賛
巻
十
九

に
掲
載
)

か
ら
始
ま
る
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ

る
。宝

真
斎
法
書
賛
は
岳
氏
家
蔵
の
真
蹟

の
著
録

で
あ
り
、
同
時
に
こ
れ
が
英
光
堂
帖
の
内
容
を
包
含
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
巻
十
九
に
、
宋
名
人
真
蹟
、
米

元
章
書
簡
帖
上
、

っ
い
で
米
元
章
書
簡
帖
下
を
載
せ
、

つ
ぎ
に
米
元
章
霊
峯
行
記
帖
以
下
詩
文
題
字
等
を
列
挙
し
、
巻

二
十
も
ひ
き

つ
ず
き
米

の
詩
文
を
収
め
、
末
尾
に

米
龍
の
臨
し
た
晋
唐
人
の
名
蹟
を
載

せ
て
い
る
。
詩
文
題
字
の
こ
と
は
後
に
述

べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
宝
真
斎
法
書
賛
の
米
蓄
の
書
簡
帖
と
こ
の
徐
氏
重
刊
英
光

堂
帖
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岳
珂
の
践
に
よ
る
と
、
米
元
章
書
簡
帖
は
す
べ
て
六
十
四
帖
あ

っ
た
。
は
じ
め
の
五
帖
は
嘉
泰

二
年

(
一
二
〇

二
)
中
都

の
萢
氏
か
ら
入
手
し
た
も

の
。
次

の
十
帖
は

開
禧

三
年

(
一
二
〇
七
)

李
奉
寧

の
客
の
何
師
説
か
ら
入
手
し
た
も
の
、

次

の
四
十
帖
は
嘉
定
元
年

(
一
二
〇
八
)

京
師

の
官
講
者

(御
用
商
人
)

か
ら
入
手
し
た
も

の
、

つ
ぎ

の
九
帖
は
嘉
定

二
年

(
一
二
〇
九
)
徳
清

の
李
氏
か
ら
入
手
し
た
も

の
と
い
う
。

そ
し
て

「
そ
の
間
、

四
詩
を
同
巻
と
し
、

又
別
刻
せ
ず
」
と
付
記
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
法
書
賛

に
も
書
簡
帖

の
末
尾
に
ほ
ぼ
同
文
に
近
い
岳
珂
の
践
が
あ
る
が
、
法
書
賛
の
蹟
文
は
、
こ
の
あ
と
の
九
帖
の
入
手
先
の
名
が
、
余
章
の
朱
氏
と
あ

り
、
そ
の
間
四
詩
を
同
巻
と
す
る
云

々
の
付
記
は
、

「
顛
末
印
識
の
全
き
も

の
半
な
る
も
の
、
通
じ
て
五
十
所
」
と
あ
り
、
文
を
異
に
し
て
い
る
。

法
書
賛
の
書
簡
帖

の
内
容
を
見
る
と
、
上
編
に
は

二
巻

二
十
九
帖
、
下
編

に
は
三
巻
三
十
五
帖
あ
り
、
合
せ
て
五
巻
六
十
四
帖
と
な
り
、
践
文
の
六
十
四
帖
と
い
う
数

字
と

一
致
す
る
。

本
文

の
帖
数
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
各
標
題
の
下

に
、

各
帖

の
行
数
を
明
記
し
て
い
る
。

こ
の
行
数
と
各
帖

の
字
数
を
対
照
し

て
見
る

一8一
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と
、
行
数
と
字
数
の
不
調
和

の
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
上
巻
第
十

五
帖
は
行
数
が

三
行
と
あ
る
が
字
数
が
九
十
七
字
あ
り
、
こ
れ
は
何
か

の
誤
り
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
書
簡
帖
上
の
第
十
帖
か
ら
第

二
十

一
帖

ま
で
の
間

の
帖
に
は
、
何
ら
か
の
錯
乱
が
あ
る
ら
し
く
、
明
記
す
る
行
数
と
本
文
の
字
数
と
の
不
調
和
や
内
容

の
上

か
ら
の
疑
問

の
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
後
述

の
と
お
り
上
下
巻
と
も
第
十
帖
に
は
錯
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
果
し

て
こ
の
法
書
賛

に
収
め
た
書
簡
帖
六
十
四
帖
が
、
岳

珂
の
践
文
の
六
十
四
帖
と
順
序
、
内
容
と
も

に

一
致
す
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

さ
て
、

徐
溜
仁
重
刻
本

の
英
光
堂
帖
に
収
め
た
書
簡
三
十

五
帖
は
、

法
書
賛
巻
十
九
所
収

の
米
元
章
書
簡
帖
下
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
。

た
だ
し
例
外
が
あ
る
。

す
な
わ

ち
、
徐
本

の
第
九
帖
は
宝
月
観
詩
帖

(法
書
賛
巻

二
十
所
載
、

た
だ
し
、
行
書
十

一
行
と
あ
り
、
こ
の
帖
に
七
行
と
な

っ
て
い
る
の
と
異
な
る
)
で
あ
り
、
弟
十
帖

は
法

書
賛
書
簡
帖
下
第
十
帖

の
前
半
を
取
り
、
後
半
は
法
書
賛
書
簡
帖
上
の
第
十
帖

の
後
半

に
つ
ず

い
て
い
る
。
徐
本
の
第
十

一
帖
は
、
法
書
賛
書
簡
帖
上
第
十
帖
の
末
尾
の

十
三
字

に
あ
た
る
。
徐
本

の
第
十

二
帖
は
、
法
書
賛
書
簡
帖
上
の
第
十

一
帖
に
あ
た
り
、
徐
本

の
第
十

三
帖
は
法
書
賛
書
簡
帖
上
の
第
十

二
帖

に
相
当
す
る
。
ま
た
、
徐

本
の
第
十
五
帖
は
催
租
詩
帖

(
法
書
賛
巻

二
十
所
載
)
で
あ
る
。
以
上
の
例
外

の
ほ
か
は
、
法
書
賛
書
簡
帖
下
と
徐
本
英
光
堂
帖
と
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

要
す

る
に
徐
本

の
英
光
堂
帖

は
大
体
に
お
い
て
法
書
賛
書
簡
帖
下
の
部
分
の
内
容

に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
書
簡
で
は
な
く
て
詩
文

に
属
す
る
宝
月
観
詩
帖
と
催
租
詩

帖
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
徐
本
の
岳
珂
の
践
文

の
付
記
に
、
そ
の
間
四
詩
を
同
巻

に
刻
入
し
て
、
別
に
刻
し
な
か

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
に
相
応
ず
る
こ
と
に

な
る
が
、
果
し
て
こ
の
践
文
の
付
記
が
岳
珂
の
原
文

で
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
、
と
い
う
の
は
法
書
賛

の
践
文
で
は
こ
の
部
分
が
文
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

岳
珂
の
原
文
は
法
書
賛
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
徐
本
の
英
光
堂
帖
に
は
誰
か
後
人
が
手
を
加
え
て
こ
の
詩
帖
を
挿
入
し
た
疑
い
が
な
い
で
も
な
い
が
、
あ
る
い
は
岳
珂
の

践
文
が

二
種
あ

っ
て
詩
帖
を
挿
入
し
た
刊
本
も
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。

徐
本

の
英
光
堂
帖
の
内
容
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
の
本

は
何
と
い

っ
て
も
米
市
の
真
蹟
を
刻
し
た
も
の
に
よ

っ
て
重
刻
し
た
も

の
で
、
米
苗

の
書
蹟

の
真
相

を
知
る

こ
と
の
で
き
る
上
で
、
た
い
そ
う
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
刻
法
も
精
巧

で
あ
り
、
書
蹟

と
し

て
も
鑑
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
版
本
な
が
ら

も
各
帖

の
書
体
と
書
法
を
実
見
す
る
こ
と
が

で
き
、
字
句

の
改
行
の
形
式
も
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
上
、
法
書
賛
は
版
本
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
文
字
の
誤
り
や
異

同
も
あ
る
が
、
徐
本
は
真
蹟
に
依

っ
て
い
る
の
で
、
徐
本
に
よ

っ
て
そ
れ
を
校
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
ま
た
、
伝
本
も
稀
少

で
あ
る
。

も

一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

こ
の
書
簡
帖

が
明
の
張
丑
の
真
蹟
日
録

二
集

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
は
じ
め
に
宝
晋
斎
簡
帖

米
箭
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

一9一
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米
苛
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

(
こ
の
場
合

の
宝
晋
斎

は
米
帯
を
さ
す
)
本
朝
能
書
人
帖
門
、
宝
晋
書
簡
帖
上
と
題
し
、

「
龍
頓
首
再
啓
。
今
歳
当
従
聖
奏
計
」
か
ら
、

「
帯
皇
恐
来
早
為

一
凱
」
に
至

る
ま
で
す

べ
て
二
十
八
帖
を
収
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
策
十
五
帖
が
即
事
詩
帖

(不
応
武
康
清
渓
云
々
、
法
書
賛
巻

二
十
所
載
)
で
あ
る
ほ
か
は
、
す

べ
て
法
書
賛

の

米
元
章
書
簡
帖
の
上
下
に
わ
た
る
帖
を
取

っ
て
い
る
。
し
か
し
順
序
は
区
々
に
な
り
、
書
簡
帖
上
下
か
ら
あ
わ
せ
て
十
数
帖
つ

つ
を
順
序
不
同

に
採
用
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
日
録
の
第
十

一
帖

の
首
に

「
市
頓
首
再
拝
」
五
字

が
欠
け
て
、
前
帖
末
に
入
り
、
第
十

二
帖
は
前
半
を
欠
き
、
第
十
五
帖
は
徐
溜
仁
本
と
は
逆
に
、
法
書
賛
の
書
簡

帖
上
第
十
帖
前
半
と
書
簡
帖
ド
第
十
帖
後
半
を
合
せ
た
も
の
で
あ
り
、
徐
溜
仁
本

の
反
対
の
組
合
せ
に
よ

っ
て
、
却

っ
て
法
書
賛
の
錯
簡
を
示
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

第
十
五
帖
の
即
時
詩
帖
は
、
徐
本

の
宝
月
観
詩
帖
、
催
租
詩
帖
と
と
も
に
、
詩
帖
を
書
簡
帖
に
挿
入
し
た
体
裁

に
な
り
、
前
記
の
岳
珂
の
践
文
付
記
の
事
実
を
裏
付
け
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
詩
帖

を
挿
入
し
た
英
光
堂
帖

の
あ
る
こ
と
が
さ
ら
に
確
か
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
岳
珂
の
践
文
を
末
尾
に
付
す
る
こ
と
は
法
書
賛
と
同

様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
九
帖
は
徳
清

の
李
氏
よ
り
得
て
、
四
詩
を
同
巻

に
し
て
別
刻
せ
ず
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
徐
本
と
同
文
に
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
真
蹟
日
録

に
は
、
上
記
と
は
別
に
法
書
賛
書
簡
帖

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
米
痘
の
書
簡
帖
を
随
所

に
著
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
書
簡
帖
上
の
第

二
帖
、
第
九
帖
、

第
十
五
帖
、
第
十
六
帖
、
書
簡
帖
下
の
第
三
十
三
帖
な
ど
み
な
別
に
真
蹟
本

の
伝
わ
る
も
の
が
あ

っ
て
、
著
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

左
に
、
法
書
賛

の
書
簡
帖
上
下
六
十
四
帖
の
品
目
を
か
か
げ
、
そ
の
行
数
、
字
数
お
よ
び
真
蹟
日
録
と
徐
本

の
英
光
堂
帖

の
あ
る
部
分
を
明
示
し
て
別
表
と
し
た
。
あ

わ
せ
て
の
ち
に
徐
溜
仁
本
の
英
光
堂
帖

の
釈
文
を
掲
げ
、
他
本
と
の
異
同
を
注
記
し
た
。
釈
文
の
改
行
は
原
帖
の
ま
ま
と
し
た
。

宝
真
斎
法
書
賛
巻
十
九

654321
米
元
章
書
簡
帖
上

侑
頓
首
再
啓
。
今
歳
当
従
聖
奏
計
。

(
以
下
略
)

蓄
頓
首
再
拝
。
蒙
教
。

二
十

一
日
望
屈
大
飾
。

太
夫
人
玉
裕
万
福
。

侑
頓
首
再
拝
。
右
丞
資
政
春
官
恩
主
鈎
席
。

帯
頓
首
啓
。
蒙
教
審
起
居
沖
勝
。

箭
頓
首
再
拝
。
久
違
長
者
。

131021 4 9 9

法
書
賛
行
数

法
書
賛
本
文

字

数

8579144316163

真
蹟
日
録
騨

は

口
録

-

日
録

2

日
録

3

日
録

4

後
半

日
録

12

日
録

13

英
光
堂
帖
騨

は
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2625242322212019181716151413121110 9 8 7

箭
惇
恐
頓
首
。
専
介
踵
門
。

帯
頓
首
。
十
日
之
歓
。

龍
頓
首
再
啓
。
比
苗
幕
過
。

吊
惇
恐
頓
首
再
拝
啓
。
大
雨
恭
惟
台
候
万
福
。

光
頓
首
。
向
承
飴
教
。
無
便
久
不
得
為
答
。

市
啓
。
蒙
教
。
昨
夕
経
義
。
真
蘇
門
生
也
。

苗
即
日
蒙
恩
。
未
即
砦
望
。

六
月

二
十

日
。
吊
惇
恐
頓
首
上
啓
。

清
頓
首
再
拝
。
経
宿
恭
惟
台
候
万
福
。

苗
頓
首
再
拝
。
君
発
太
尉
台
座
。

箭
頓
首
再
拝
。
彦
和
通
判
承
議
閣
下
。

帯
頓
首
再
拝
。
観
使
枢
密
太
尉
先
生
鈎
席
。

蓄
頓
首
再
拝
。
至
孝
景
温
観
察
台
座
。

蓄
頓
首
再
拝
。
聞
公
有
官
職
圧
人
之
説
。

苗
頓
首
再
拝
。
知
有
令
郎
之
戚
。

融
頓
首
再
拝
。
相
従
之
楽
、
自
卯
及
巳
。
十
五
年
突
。

老
兄
幾
子
。
吾
韻
児
十
六
突
。

賀
知
章
草
書
。
唐
人
歌
詩
。

向
承
恵
洪
氏
石
刻
。
多
感
。

侑
頓
首
啓
。
適
奉
賀
留
刺
。
晩
來
起
居
万
福
。

米
箭
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

11 9 3 1012161217131313 3 1013 9 9 7 9 1013

9157246586708487107861269798461055967609U107

日
録

14

日
録

21

前
半

日
録

22

後
半
英

光

10

茱

巾
12

英
光

13

日
録

26

日

録
11

日

録
10

4
行

18
字

門

中
以
ド

3
行
十

三
字

英
光

11

9
行

59
字

12
行

鵬
字

11

甲



292827151413121110987654321

米
惰
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

希
頓
首
啓
。
知
曽
賜
教
。
使
下
失
去
。

市
頓
首
再
啓
。
蒙
巻
有
素
。
不
敢
自
外
。

知
庵
成
自
逸
。
仰
慕
不
巳
。

米
元
章
書
簡
帖
下

清
啓
。
早
略

一
揖
。
未
慰
久
別
。

帯
頓
首
再
拝
。
右
史
舎
人
老
兄
閣
下
。

甫
頓
首
再
啓
。
行
日
伏
蒙
尊
造
柾
駕
。

繊
啓
。
前
人
廻
。
郡
官
訪
及
。

融
頓
首
。
雨
寒
安
勝
。
不
知
在
施
水
資
聖
。

董
頓
首
再
拝
。
運
副
奉
議
明
公
節
下
。

荒
憧
恐
再
拝
。

私
居
杜
門
。
以
禅
悦
為
楽
。

吊
頓
首
再
拝
。
昨
日
煩
賭
。
出
京
始

一
飽
也
。

二
十

五
日
。
箭
上
啓
。
得
十
四
日
書
。

献
啓
。
昨
日
承
教
。
直
夜
不
及
答
。

茜
惇
恐
。
蒙
教
審
台
候
万
福
。

三
月
十

一
日
。
苗
頓
首
啓
。
衰
老
蒙
誤
恩
寵
。

市
頓
首
再
拝
。
運
使
大
夫
丈
節
下
。

董
再
啓
。
高
郵
不
須
乱
置
生
事
。

箭
怪
恐
。
前
辱
臨
顧
。
両
日
打
糧
借
入
未
得
。

ll1010

 

法

書

賛

行

数

711986131211683912137

r

 

字

数
47119454952515084119953874618063

真
蹟
日
録

後
半

日
録

22

日
録

23

日
録

24

日
録

25

英
光
堂
帖

英
光
1

英
光
2

英
光
3

英
光

4

英
光

5

英
光
6

英
光

7

英
光
8

※
英
光
9

(
宝
月
観
詩
帖
)

前
半
英
光
10

英
光
14

※
英
光
15

(催
租
詩
帖
)

行

数

字

数

5 7 111213 5 8 9 1i 78 13

33548411995387463$06373 119
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帝
啓
。
適
方
上
状
。
使
至
辱
教
。

痘
頓
首
再
拝
。
初
熱
恭
惟
神
明
相
佑
。

十

一
月

二
十

一
日
。
帯
頓
首
上
記
留
守
大
資
政
丈
鈎
座
。

市
頓
首
再
啓
。
故
人
作
発
運
使
。
都
不
照
管
下
邑
。

伜
同
官
来
江
寧
。
少
小
相
識
。

糖
霜
大
治
喉
咽
。

真
購
香

一
剤
。

老
妻
上
問
夫
人
玉
体
万
福
。

侑
頓
首
啓
。
昨
日
特
承
寵
臨
。

箭
頓
首
再
拝
。
在
無
為

一
書
。
作
広
州
題
達
。

箭
頓
首
再
拝
。
丹
陽
人
安
。
旧
治
優
藩
上
游
。

海
岱
絶
唱
。
巳
刻
r
柱
。

侑
頓
首
再
拝
。
運
使
大
卿
台
座
。
春
序
向
和
。

蔽
補
指
ハ尚
少
八
日
。
以
新
府
公
至
。
理
須
出
見
。

市
怪
恐
。
来
早
為

一
凱
。

痘
惇
恐
再
拝
。
彦
稽
提
挙
太
史
公
甲
兄
節
下
。

箭
啓
。
衰
晩
辱
誤
恩
。
法
不
可
辞
。

不
煩
如
此
。
前
言
甚
易
。

昨
夕
作
此
簡
。
未
及
遣
。

市
頓
首
再
拝
。
先
白
吾
友
。

米
詩
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

96661357113511793312818911

71422935103345478273479477215188653179 5661

口
録

5

日
録

6

日
録

7

ロ
録

8

日
録

9

日
録

27

日
録

28

日
録

16

日
録

17

日
録

18

日
録

19

日
録

20

英
光

16

英
光

17

英
光

18

英
光

19

英

光

20

英
光

21

英
光

22

英
光

23

英
光

24

英
光

25

英
光

26

英
光

27

英
光

28

英
光

29

英
光

30

英
光

31

英
光

32

英
光

33

英
光

34

英
光

35

96661357113511793312816 9 11

7142293510334547828

付

践

4

3479477115188752Ti
、
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本
文

卿
字
践
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字
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米
帝
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

英
光
堂
帖
徐
溜
仁
重
刻
本
釈
文

英
光
堂
帖

邪
国
宝
真
斎
法
書
第

本
朝
能
書
人
帖
門

宝
晋
書
簡
帖

12

苗
啓
。

早
略

一
揖

。
未

慰
久
別
。

(
語
)

(
耗

)

(
こ
)

承
来
諾
久
候
無
好
。
故
困

懲
帰
息
。
傾
仰
傾
仰
。
来
早
願
同

(飯
)

令
兄
。

見
臨

一
餅

詑
。
同

至
山
房
。

マ

コ

然
後
帰
治
行
未
晩
也
。
切
切
。
蝕

面
馨
。
草
草
。
帝
頓
首
。

致
平
国
士
。

苛
頓
首
再
拝

右
史
舎
人
老
兄
閤
下
。
蒙

手
翰
。
既

尚
方
珍
醗
。
拝

嘉
増
幸
。
来
日
当
引
九
日
拝

臨
顧
之
辱
。
併
叙

34

謝
意
。
謹
奉
啓
。
不
能
馨
所
言
。

頓
首
再
拝
。

希
聖
舎
人
親
家
台
坐
。

来
日
東
華
。
得

一
介
相
引
乎
。

部
至
今
不
見
人
来
耳
。

苗
頓
首
再
啓
。
行
日
伏
蒙

尊
造

柾
駕
。
水
次
不
逢
迎
謁
。
内
積

煉
恐
棟
恐
。
不
審

(向

)

尊
兄
資
政
。
何
日
到

闘
。
欲
拝
状
也
。
帝
疎
　
。
正
託

徳
門
。
毎
賜

(訓
)

謳
督
。
使
逃
罪
戻
。
至
幸
至
幸
。

帝
頓
首
再
拝
。

融
啓
。
前
人
廻
。
郡
官
訪
及
。
方

下
船
著
公
服
。
又
欲
即
行
。
故

草
草
数
字
。
必
不
惟
也
。
輻
仮

小
舟
至
郭
。
送
彦
誠
観
師
還

吏

一14-一



56

寺
。
舟
至
即
西
。
至
幸
。
如
期
少
頃

至
也
。
蝕
到
潤
留
書
復
古
次
。
百
穴

(
稽
)

草
草
。
蔽
頓
首
。

不

二
揮
師
故
人

徹
頓
首
。
雨
寒

安
勝
。
不
知
在
施
水
資
聖
。

奉
尋
不
見
。
快
快
。
張
公
必

拝
見
。
晩
帰
可
少
。

(
法
書
賛
原
注
、
案
此
下
永
楽
大
典
原
本
欠
)

首彦
誠
観
師
同

(
此
)
。

法
書
賛

「
此
」
字
あ
り

箭
頓
首
再
拝
。

運
副
奉
議
明
公
節
下
。
去

陳
聞

使
節
至
許
。
至
建
雄
鎮
専

介
上
状
。
久
之
廻
云
。
至
汝
還

台
。
阻

一
披

晒
。
此
情
帳
然
。
故
再
奉
啓
。
井

米
苫
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

蔽
頓

7

前
状
上

納
。
霜
寒
深
冷
。
恭
惟

尊
体
動
止
万
福
。
区
区
已
具

右
状
中
者
、
不
重
述
。
不
宣
。

帯
頓
首
再
拝
。

運
副
奉
議
明
公
節
下
。
↑

一
ロ
状
、

(
惇

)

箭

皇
恐
再

拝

。
私
居
杜

門
。
以

禅
悦

為
楽

。

彦
舟
去
後

。
不

(簡
)

聞
左

右
動

静

。
郷
風
永

懐

。

不
能

巳

巳
。
噛

寒
。

比
日
官

況

何

如
。
門

中
上
下
均

慶
。
去
歳

(
弥
)

之
念
。
必
少
弾
忘
。
聞
其
素
属

疾
。
非
小
児
五
日
間
。
忽
然
不

見
者
。
幻
法
有
如
是
。
不
以
揮

悦
。
何
以
為
遣
。
腐
寒
。
千
万
珍
重
。

二
月
。
或
所
請
宮
観
不
報
。
即
拍

閤
。
惟
珍
藻
珍
藻
。
苗
頓
首
再
拝
。

厚
之
知
府
学
士
徳
友
。

一15一
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米
帯
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

清
頓
首
再
拝
。
昨
日
煩

聴
。
出
京
始

一
飽
也
。
経
宿

起
居
沖
勝
。
白
熟
求
四
枚

差
小
者
。
卓
上
碧
水
晶
。
与

老
駿
圧
紙
。
可
否
。
以
呉

顧
道
約
来
相
見
。
故

未
行
。
早
飯
了
。
東
適

(
皇r

)

依
依
。
奈
何
奈
何
。
帝
皇
恐
上

厚
之
宮
使
学
士
恩
旧
。

萢
寛
四
幅
贈
老
友

如
何
。

新
創
亭
観
之
盛
。
又
非

海
岱
比
也
。
宝
月
観
用
観

風
楼
基
。
高
出
雲
表
。
詩
日
。

濁
尽
塵
難
掩
。
光
分

逐
露
円
。
香
清
得
桂

子
。
珠
螢
墜
花
銀
。

求

一
篇
見
海
月
処
也
。

101112

献
啓
。
昨
日
承

(直

)

教
。
値
夜
不
及
答
。
午
間
得
仮

(銭
)

訪
及
。
面
叙
俸
分
支
使

之
数
。
属
出
外
邑
五
七
日
。

比
。
郡
伯
爪
洲
須
十
ロヨ

相
見
乃
佳
。

(蓄
)

蔽
頓
首

成
伯
公

門
中
各
惟

清
勝
。
郎
娘
長
茂
。

箭
再
拝

(箒
)

蔽
頓
首
。
向
承

胎
教
。
無
便
久
不
得
為

答
。
以
致
久
仰
之
素
。
想

(諒
)

高
明
亮
之
。
春
和
。

道
味
何
如
。

一
水
之
阻
。
未

遂
展
接
。
千
万
珍
厚
。

有
便
数
柱
書
為
望
。
草

一16一
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(
ら

)

草

蔽
頓
首
。

僧
正
文
公

帝

啓
。
蒙

教
。

昨
夕

経

義
。

真
蘇

門
生

也
。

待

都

洋

不
会
。

却
是

惜
岐
首

也
。

今

送
去

四
十
賢
。

購

r

(賓
)

酒
州

一
過
客
。
陳
主
簿
名
師

仲
。
乃
芸
曳
生
甚
銀
。
揚

有
善
伝
写
者
開
節
奉

為
。
吾
顛
。
出

一
千
作
手
。
功
画

八
本
奉
寄
。
取
僕
頭
人
来

取
也
。
薬
文
夜
来
告
夢
云
。

去

一
顛
。
得

一
賢
。
亦
何
所
在
。

不
知
何
祥
也
。
紙
足
為
大
。

(
英
光
堂
帖
付
記
、

「
此
簡
原
本
下
脱
」
)

(
法
書
賛
注

「
此
落
文
義
多
不
可
解
。
疑
有
脱
誤
」
)

箭
再
啓
。
高
郵
不
須
乱
置

生
事
。
暫
居
非
吾
郷
我
里
。

米
蕃
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

15

(勾

)

無

人
句
副

{疋
国
日疋
也

Q
牽

復

既
去

り
ロ
ハ

養

別

人
。

四
時

纂

要
。

四
月

一

雨

又
主
旱

。

請
借

一
閲
。

道
路

人

言
。

高
郵

依

旧
水
滴

。

雨
雪

不

少
。

不
知

果

否
。
昨

過
彼
時

。

水
滴
。

(以

)

郡
伯
己
次
数
道
通
湖
港
。
皆
以
土

坂
塞
断
。
従
初
救
田
。
今
合

放

開
耳
。
想
不

一
処
。
豪
姓
因

而
檀
之
。
恐
非
公
家
利
也
。

吊
頓
首
再
拝
。

見

一
司
日
日

下

賑
済
。

一
司
旦

旦
催
租
税

。

(
且

)

単
状
請
出
三
抄
納
。
弊
邑
以
身
当
夏
税

之
責
。

不
令
受
賑
時
催
。

百
姓
眼
中
柳

]
視
。
白
頭
縣
令
受

簿
禄
。
不
敢
鞭
答
怒

上
帝
。
救
民
無
術
告

朝
廷
。
監
廟
東
帰
早
相
乞
。総

呈

lr



1617

米
需
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

蕾
啓
。
適
方
上
状
。

使
至
辱

教
。
欣
審
晩
刻

尊
候
万
福
。
井
蒙

佳
茗
為
既
。
併
深
感
煉
。
来

(朝
〉

日
潮
晩
。
幸

臨
屈

一
飯
也
。
区
区
容

面
叙
。
且
奉
此
為

謝
。
不
宣
Q

蓄
再
拝

志
行
通
判
承
議
老
兄
。

苗
頓
首
再
拝
。
初
熱
恭
惟

神
明
相
佑
。

尊
体
動
止
万
福
。

(
動
止

二
字
、
法
書
賛
本
欠
)

賓
老
以
英
才
受

容
知
。
布

上
寛
書
。
暫
至
沢
国
。
而
蓄
以

官
期
当
去
。
不
得
少
棲

清
疏
。
以
此
為
恨
耳
。

xs

董
頓
首

再
拝
。

十

一
月
廿

一
日
。

蓄
頓
首

上

記
。

(
座

)

留
守
大
資
政
丈
鉤
坐
。
私
居
乏
人
数
探

伺
。
寛
阻
追
禁

大
施
。
此
情
個
欄
。
念
蒙

令
弟
払
拭
。
而
久
与

明
甫
遊
也
。
故
自
蝿
有
以
献
。
惟

公
宏
恕
其
愚
。
而
胎
其
志
之
善
也
。
願

公
開
懐
以
待
天
下
之
士
。
猶
恐
入
入
不
自
信
。
勿

以
泥
塗
之
久
。
懐
廷
尉
膀
門
之
心
。
深
閉
固

拒
。
以
絶
天
下
之
士
。
願
以
常
情
処
入
。
而

躬
行
高
世
之
事
。
忘
恩
怨
。
会
通

一
致
。

出
人
意
外
。
嬰
然
為

明
主
安

一
世
之
人
。
起
治
功
。
致
太
平
。
此
為

(
識

)

下
誠
之
所
謄
望
。
中
夜
而
興
。
披
衣
呵

筆
草
略
。
死
罪

(
死
罪
)

(
法
書
賛
、
日
録
は
死
罪
二
字
多
し
)

右
簡
尺
。
先

門
吏
米
箭
頓
首
再
拝
。

友
仁
鷺
定
。

(法
書
賛
は
右
簡
尺
先
友
仁
堕
定
八
字
な
し

こ
こ
は
衡
字

で
あ
ろ
う
)

一18-一 一一
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右
簡
尺
。
先
臣
帯
真
跡
。
臣
米

友
仁
駿
定
恭
践
。

(法
書
賛
原
注

「
行
書

二
行
」
。
)

市
頓
首
再
啓
。

故
人
作
発
運
使
。
都
不
照

管
下
邑
。
今

(
巾自
)

十
連
作
師
。
当
似

(
但
)

臨
准
県
長
官
時
故
事
。
旦

一
片
心
脾
。
依
旧
佳
在
。

(
不
)

知
委
悉
得
過
否
。

(惇

)

董
皇
恐
再
拝
。

(
法
書

賛
、

日
録

「
不
」

字
あ

り
)

伜
同
官
来

江
寧
。
宰
少
小
相
識
。
父
処

(
法
書
賛

「
宰
」
字
欠
く
、

ヨ
幕
。
熟
郷
人
。

一
戎
。
同
官
来
須
少
過
従
。

亦
是
未
得
報
。
間
同
出
入
。

遊
山
之
人
。
三
処
是
飯
主
人
。

貴
人
出
入
難
。
不
敢
牽
率
。

米
苗
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

日
録

「
宰
」
字
あ
り
)

2i2223

(楴

)

知
客
位
膀
甚
厳
。
此
為
常

人
設
耳
。

豊
米
老
有
不
得

船
之
理
。
呵
呵
。
俊

面
干
也
。(惇

)

希
皇

恐
再
拝
。

(法
書
賛
原
注

「
此
帖
首
行
応
有
脱
誤
」
)。

糖
霜
大
治
喉
咽
。
甘

辛
尤
能
発
散
。
含

化
佳
。

葡
頓
首
。

(
剤
)

真
購
香

一
斉
。
置
痛

処
。
薫
透
。
気
玄
安

希
諮

老
妻
上
間

(
万
)

夫
人
玉
体
万
福
。

(老

)

楊
家
夫
人
乍
到
。
未
得
去
拝
。

屈
同
官
干
此
。
得
款
還
往
也
。

(
回

)

才
廻
謁

19



24

米
苓
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

楊
籏
帰
便
行
。
知
有
人
在

彼
。
故
立
草
草
作
数
字
。
不
得

周
悉
。
書
表
司
与
仮
。
遂

(令
)
小
児

(法
書
賛

「
令
」
字
あ
り
)

作
書
。
不
罪
不
罪
。
箭
再
拝
。

苗
頓
首
啓
。
昨
日
特
承

寵
臨
。
属
王
氏
兄
弟
飯
。
遂
阻
F

門
迎
。
留
以

朝
街
。
謹
先
上

納
。
且
夕
祇

造
。
不
宣
。

吊
頓
首
再
拝
。

景
仁
通
判
宣
徳
兄
。

26

徳
。

立
作

此
書
。

用
致

啓
仰
。

草
草
。

不

罪

不
罪
。(

陛
)

苗
皇
恐

(
座

)

司
諌
台
坐

門
中
各

安
勝
安
勝

(法
書
賛
云
。
右
楮
紙
詩
書
等
十
幅
。

讐
定
恭
践
。
詩
摘
在
詩
文
帖
中
。)

(陽

)

蓄
頓
首
再
拝
。
丹
揚
人
安
。

旧
治

優
藩
上
游
。

琴
尊
足
以
自
適
。
時
来
則
為

蒼
生
起
耳
。
帯
頓
首
再
拝
。

先
臣
苗
晩
年
真
蹟
。
臣
米
反
仁

20

25

市
頓
首
再
拝
。
在
無
為

一
書
。
作
広
州
題
達
。
未
衰

老
。
忽
西
去
。
出
意
外
憂
畏

而
已
。
因
賞
心
亭
。
与

元
龍
属
酒
。
選

三
麗
人
。

歌
自
作
詞
。
云
。
有
人
去
広

酬

2728

海
岱
絶
唱
。
已
刻
r
柱
。
与
劉

顛
者
対
也
。

市
頓
首

非
二
顛
者
不
刻
。
七
月
六
日
未
。

蓄
頓
首
再
拝
。(煙

運
使
大
卿
台
坐
。

(
法
書
賛

「
未
」
字
欠
)

春
序
向
和
。
恭
惟
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澄
清

之
暇
。

申

月
弓
臼
円右

o

う↑
n[
ネ
イ

徳

履

起
居

万
福
。

帯
被
遣

。
竣

命

丁

左

右
。
已

次
卜

潤
。
舟

大
水

澁
。
過

橋
不

得
。

未
即

参

侍
。
伏

乞
為

上
珍
厚
。

専
介

上
啓

不
備
。

箭
頓
首

再
拝
。

(座

)

運
使
大
卿
台
坐
。

蔽
補

垣
尚
少
八
日
。
以

新
府
公
至
。
理
須
出
見
。
来
日
旦
参

仮
登
舟
。
至
真
源
日
。
移
疾
報
本
州
。

不
審

尊
意
如
何
。
蔽
蒙

恩
有
素
。
不
勝
傾
倒
之
至
。

献
頓
首
再
拝
。

少l!∫
延 皇蓮

穐

来
早
為

一
剣
。
江
楼

米
酵
の
英
光
堂
帖
に

つ
い
て

「一
{

3132

道
納
。
只
今
秘
衣
在
此
。
烹

(
惇
)

茶
久
挨
。
苗
皇
恐

府
公
少
監
大
夫
公
。

(
憧

)

帯
皇
恐
再
拝
。

彦
稽
提
挙
太
史
公
甲
兄

節
下
。
抱
疾
之
官
。
十
日
九
仮
。

事
皆
委
醇
侯
。
改
讐

梶
堂
為
密
=

堂
。
射
堂
雨
。

(
名

)

敗
堵
悉
見
。
北
山
万
畳
。
命
日

仰
止
堂
。
於

甲
兄
可
滑
無
負
突
。
苗

(
老
)

衰
落
之
人
。
毎
臨

一
事
。
欲

(
日
録

(落
L
字

に
作

る
)

仰
兄
精
力
。
不
已
。
力
疾
答

(
惇
)

専

使
。

不

宣
。

苗
皇
恐
頓

首
。

(稽

)

彦
叶
太
史
公
提
挙
節
下
。

(
日
録

「
叶
」
字
に
作
る
)

四
月
旦
日
状
。

帯
啓
。
衰
晩
辱

誤
恩
。
法
不
可
辞
。
祇
益
棟

21
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米
苗
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

催
。
蒙

(某
)

教
賀
重
其
暫
煉
。
付
使

具
此
。
草
草
。
箭
頓
首
。

亦
虚
吾
友
。

33

不
煩
如
此
。
前
言
甚

易
。
当
必
不
到
入

台
章
也
。
呵
呵
。

餓
殺
客

也
。

希
頓
首
。

安
中
吾
友
。

34

(
日
録

「
其
」
字
に
作
る
)

昨
夕
作
此
簡
。
未
及
遣
。
承

寵
講
。
荷

(
後

)

垂
巻
。
今
早
食
改
。
作
晩
阻

(法
書
賛
原
注
、
案
作
字
上
下
有
欠
文
)

35

城
外
。
約
来
早
告
顧

舟
中
。
北
城
外

一
飯
。

幸
甚
幸
甚
。
蓄
頓
首
。

(
日
録

「
改
」
に
作
る
。
法
書
賛

「
後
」
に
作
る
)

帝
頓
首
再
拝
。

(
昭
)

先
白
吾
友
。
疎
展
曙
。
思
企
。
暑
中

起
居
何
如
。
小
児
未
聞

帰
講
。
願
以
童
蒙
之
道
処

之
。
謹
遣
侍
筆
研
干

左
右
。
惟

久
要
終
始
造
成
之
。
棟
棟
。
異
日
報

徳
。
不
宣
。
苗
頓
首
再
拝
。

先
白
吾
友
。
同
舎
万
福
。

(
日
録

「
曙
」
字

に
作
る
)

一22一

次
に
、
宝
真
斉
法
書
賛

の
詩
文
帖
が
、
書
簡
帖
と
お
な
じ
く
英
光
堂
帖
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
清
代
に
な

っ
て
翁
方
綱

(
一
七
三
三
i

一
八

]
八
)

(注

4
)

 が
英
光
堂
帖

の
残
帖
を
見
て
践
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
英
光
堂
帖
残
拓
本
凡
五
冊
。
内
、
雑
詩
帖

(仲
若
呼
不
聞
)
、
道
林
詩
帖

(防
轍
不
自
期
)
、
姑
敦
詩
帖

(
下
与
照
洞
)
、

万
籟
詩
帖
、

壮
観
前
詩
帖

(無
涯
小
智
)
、

甘
露
詩
帖

(
欲
雨
気
不
透
)
、

研
山
詩
帖

(
山
研
雲
時
抱
)
、

賞
心
詩
帖

(晴
新
山
色
黛
)
、

四
大
字
詩
帖

(鴎
鷺
、

一
園
、
賞
心
、
昔
夢
)
、
鑑
遠
前
詩
帖

(夜
登
鑑
遠
)
、
鑑
遠
後
詩
帖

(
湛
鷺
塞
依
水
)
、
獄
空
行
帖
、
椀
竹
詩
帖
、

催
租
帖
、

以
上
十
七
帖
は
み
な
宝
真
斉
法



書
賛
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
.
十

二
丈
帖
、
沼
渓
帖
、
表
民
帖
、
塗
山
帖
、
評
書
帖
、
墨
荘
帖
、
涜
渓
紗
帖

の
七
帖
は
、
法
書
賛
に
載

っ
て
い
な

い
も
の
で

あ
る
。
は
じ
め
の
十
七
帖

(四
大
詩
帖
を
四
帖

に
数
え
る
)
が
英
光
堂
帖
中

の
も

の
で
あ
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
が
、
あ
と
の
七
帖
に
は
み
な
岳
珂

の
題
賛
が
な
い
。

催
租
帖

の
石
本
に
も
践
賛

が
な

い
。
(法
書
賛

に
の
せ
た
催
租
帖

に
は
岳
珂

の
題
賛
が
あ
る
)
。
催
租
、
墨
荘

二
帖

の
石
本
に
は
い
ず
れ
も
米
巨
突

(米

遣
の
曽
孫
)
の
践

が
あ
る
。
巨
突

の
践
の
内
容
を
見
る
と
、
岳
珂
と
年
代
の
上
に
齪
館
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
二
帖
は
岳
珂
の
刻
し
た
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
浩
渓
帖
は
酒
渓
の
石

壁

の
拓
本
を
華
勒
し
た
も

の
で
、
こ
れ
も
岳
珂
の
刻
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
宝
真
斉
法
書
賛
に
の

っ
て
い
て
岳
珂
の
践
賛
と

一
致
す
る
も

の
を
証
拠
と
し
て
、
英
光
堂
帖

の
品
目
を
考

え
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

又
、
翁
の
践
英
光
帖

の

一
則

に
、
鑑
遠
後
帖

二
十
字
を
論
じ
、
又
、
眩
英
光
帖

の

一
則
に
、
曹
子
建
応
詔
詩
帖
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
二
帖
は
と
も
に
法
書
賛
に
掲

載
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
も
英
光
堂
帖
中
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が

こ
の
敗
に
よ

っ
て
わ
か
る
。

米
蓄

の
詩
文
集
、
「
宝
晋
英
光
集
」

(
湖
北
先
正
遺
書
本
に
依
る
)
の
中

に
収
め
た
詩
文
の
標
題

の
下
に
新
添
英
光
堂
帖
と
付
記
す
る
も

の
は
、
英
光
堂
帖
に
刻
さ
れ
て

い
た
も

の
に
依

っ
て
、
集
の
詩
文
を
補

入
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
、
集
中
か
ら
こ
の
付
記
の
あ
る
も

の
を
拾
う
と
す

べ
て
二
十
三
帖
あ
る
。
と
こ
ろ
で
宝
真
斉
法
書
賛

の

巻
十
九
、
霊
峯
行
記
帖
以
下
巻

二
十

の
末
尾
ま
で
は
、
米
吊
の
真
蹟
詩
文
を
集
載

し
て
、

一
々
そ
の
敗
と
賛
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
詩
文
帖
に
は
、
さ
き
の
翁
方

綱

の
践
文
に
掲
げ

た
も

の
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
宝
晋
英
光
集

に
英
光
堂
帖
と
付
記
す
る
も
の
の
中
十
八
帖
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
別
表
を
作

っ
て
法
書
賛
の
詩
文

帖

に
お
い
て
英
光
堂
帖

に
刻
さ
れ
て
い
る
も

の
を
ま
と
め
て
記
入
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
。

宝
真
斉
法
書
賛
所
載
米
元
章
詩
文
帖

霊
峯
行
記
帖

獲
硯
帖

四
大
字
帖

。
曹
子
建
応
詔
詩
帖

翁
方
綱
敗

。
蚕
賦
帖

宝
晋
英
光
集

銭
泰
吉
蹟

。
黄
龍
讃
帖

宝
晋
英
光
集

米
苦
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

23一
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米
苛
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

・
獄
空
行
帖

翁
方
綱
践

・
四
大
字
詩
帖

翁
方
綱
践

。
鴎
鷺
寒
依
水

(過
当
塗
)

・
一
園
松
竹
冷
陰
森

(青
山
)

。
賞
心
亭
上
群
山
雪

(
鑑
遠
楼
)

。
昔
夢
浮
生
定
是
非

(拝
書
学
博
士
作
)

・
海
嶽
詩
帖

(
以
上
巻
十
九
)

。
硯
山
詩
帖

。
甘
露
詩
帖

。
宝
月
観
詩
帖

。
鑑
遠
前
詩
帖

。
鑑
遠
後
詩
帖

(
過
当
塗
詩
と
同
じ
)

・
即
事
詩
帖

・
催
租
詩
帖

。
梶
前
竹
後
詩
帖

。
万
籟
詩
帖

・
壮
観
前
詩
帖

・
壮
観
後
帖

。
姑
熟
詩
帖

。
道
林
詩
帖

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
践

翁
方
綱
蹟

翁
方
綱
践

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

英
光
堂
帖

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

英
光
堂
帖

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集

宝
晋
英
光
集
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。
賞
心
詩
帖

。
寿
時
宰
詞
帖

(
浪
淘
沙
)

墓
誌
銘

山
谷
大
悲
燈
賛
帖

以
下
臨
帖

翁
方
綱
践

宝
晋
英
光
集

た
だ
し
、
宝
晋
斉
英
光
集
に
英
光
堂
帖
と
付
記
す
る
も

の
に
は
、
右
の
法
書
賛
に
見
え
る
十

八
帖

の
ほ
か
に
、
龍
真
行
、
杉
径
、
早
来
堂
、
王
献
之
蘇
氏
宝
帖
賛
、
章

聖
天
臨
殿
銘
の
五
帖
が
あ
り
、
こ
れ
は
法
書
賛

に
は
見
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
清

の
程
文
栄
の

「
南
邨
帖
放
」
群

玉
堂
帖
の
条
に
よ
る
と
、
龍
真
行
と
杉
径

と
早
来
堂
の
三
帖
は
群
玉
堂
帖
中
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
宝
晋
英
光
集

の
記
事
に
よ
る
と

こ
れ
ら
は
英
光
堂
帖
に
刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
あ
る

い
は
群
玉
堂
帖
と

の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
龍
真
行
は
の
ち
に
清

の
呉
栄
光
の
箔
清
館
法
帖
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
英
光
堂
中

の
も
の
が
す

べ
て
法
書
賛
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
宝
真
斉
法
書
賛

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
は
じ
め
の
霊
峯
行
記
帖
、
四
大
字
帖
、
獲
硯
帖
を
の
ぞ
い
て
、
曹

子
建
応
詔
詩
帖
か
ら
寿
時
宰

詞
帖
ま
で
は
、
翁

方
綱
践
お
よ
び
宝
晋
英
光
集
に
よ

っ
て
、
英
光
堂
帖
の
帖
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
蚕
賦
帖
の
こ
と
は
清
の
銭
泰
吉

の

「
甘
泉
郷
人
稿
」
の
英
光
堂
帖
践
に
見

え
る
。
宝
月
観
詩
帖
と
催
租
帖
は
徐
溜
仁

の
英
光
堂
帖
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
即
時
詩
帖
は
真
蹟
目
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
墓
誌
銘
以
下
は
英
光
堂
帖
に
あ

っ
た
か
ど

う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
米
市
の
臨
王
帖
は
宋
拓
宝
晋
斉
帖
に
刻
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
刻
帖
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
英
光
堂
帖

に
あ

っ
た
か
ど
う
か

こ
れ
も
ま
た

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

要
す
る
に
、
法
書
賛
に
掲
載
す
る
米
市
の
書
簡
帖
お
よ
び
詩
文
帖

の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
上
述
の
と
お
り
英
光
堂
帖

に
刻
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
法
書
賛

の
巻
卜
九
と

二
十
と
が
、
岳
珂
の
家
蔵

の
米
市

の
真
蹟
を
集
録
し
た
も

の
で
あ
り
、
英
光
堂
帖
は
こ
れ
ら
の
真
蹟
に
基
づ

い
て
刻
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
書
簡
帖
は
お
そ
ら
く
そ
の
全

部
、
詩
文
帖
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
が
、
英
光
堂
帖

の
品
目
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
法
書
賛
以
外

の
も

の
も
多
少
あ
り
う
る

こ
と
は
⊥
述
の
と

お
り
で
あ
る
。
以
上
の
考
証
に
よ

っ
て
英
光
堂
帖
の
全
貌
は
な
お
不
明
に
し
て
も
、
そ
の
大
半

の
成
立
事
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
な
お
、
翁
方
綱
は
英
光
堂

米
紛
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て
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米
若
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て

帖

の
刻
さ
れ
た
の
を
紹
定
年
間

(
一
二
二
八
-

一
二
三
三
)
と
し
て
い
る
。
法
書
賛
が
紹
定
元
年

(
一
二
二
八
)
の
自
践
を
巻
内
に
記
し
て
い
る
の
で
英
光
堂
帖
も
法
書

賛
と
同
じ
こ
ろ
に
充
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

末
尾
に
徐
本
英
光
堂
帖
の
書
に

つ
い
て
も
、

一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
帖
に
は

米
市
の
四
十
歳
以
前
の
署
名
と
言
わ
れ
る
献
字
を
用
い
て
い
る
も

の
が

四
通
あ

り
、
箭
字
以
後

の
書
風
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
箭
字

の
書
簡
は
宛
先
に
よ
り
内
容
に
よ
り
、
正
行
体

の
も
の
と
行
草
体

の
も
の
が
あ
り
、
み
な
晋

人

の
薫
敬
逸
脱
の
風
韻
を
得
て
、

一
々
変
化
の
妙
を
尽
し
て
い
る
。
詩
帖
で
は
宝
月
観
詩
帖
が
よ
く
、
す

べ
て
み
な
真
蹟

の
筆
意
を
伝
え
て
い
る
点
で
は
、
米

の
刻
帖

の

中
で
も
特
出
す
る
も

の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

注
ω

岳
珂
践

(
徐
滑
仁
重
刻
本
)

(崇
寧
)

(幅
〉

(就
)

「
右
宣
和
南
宮
舎
人
。
宝
晋
米
公
箭
。
「
字
元
章
。
真
蹟
六
十
四
帖
。
分
五
巻
。
「
中
興
初
。
「
思
陵
以
「
万
機
之
暇
。
「
垂
意
筆
法
。
始
「
好
黄
庭
堅
書
。
故
「
戒

(
欠
)

石
之
銘
以
頒
。
而
方
国
之
コ

割
。
(遂
)
皆
似
之
。
後
復
「
好
公
書
。
以
其
子
敷
文
閣
直
学
「
士
友
仁
。
侍
「
清
燕
。

而
「
廣
翰
之
体
。

遂
大
変
。
「
追
晋
「
欄
唐
。

(日
録
有
是
字
)

「
前
無
合
作
。
珂
家
所
蔵
「
詔
墨
。
幾
百
軸
。
以
歳
月
考
之
良
是
。

(是
)
「
故
紹
興
間
。
公
書
尽
帰
「
九
禁
。
而
世
竿
伝
。
最
後
「
赤
水
得
「
珠
。
「
噸
神
「
北
内
。
「
躬

(多
)

(
二
字
欠
)

御
「
宝
附
。
「
製
翰
墨
志
。
多
「
紀
公
遺
事
。
益
知
「
帝
心
簡
注
。
「
惟
公
是
嗜
。
是
帖
蓋
「
天
上
本
。
(
間
)
有
「
内
府
図
書
。
(
及
紹
興
宝
璽
在
焉
。
)
可
識
前
五
帖
。

(欠

一
字

)

嘉
泰
壬
「
戌
正
月
得
之
中
都
萢
氏
。
次
十
「
帖
。
開
補
丁
卯
(
歳
)
五
月
。
得
之
李
奉
寧
「
客
何
師
説
。
又
次
四
十
帖
。
嘉
定
戌
「
辰
歳

二
月
。
得
之
京
師
官
糊
者
。
又

(予
章
朱
氏
顛
末
印
識
。
全
及
半
者
。

適
五
十
所
)

(因
)

「
次
九
帖
。
己
巳
歳
八
月
得
之
徳
清
「
李
氏
。
其
間
四
詩
。
同
巻
。
不
復
別
刻
。
「
賛
日
。
「
論
書
臼
晋
始
。
蓋
自
其
風
俗
「
之
清
。
而
流
之
於
妖
。
降
而
六
「
代
。

(子
)

(卿
)

又
以
其
脅
尚
之
篤
。
而
溺
「
之
於
専
。
維
唐
設
科
。
身
判
書
「
言
。
作
成
自
初
。
欧
楮
争
先
。
醇
「
観
張
顛
。
顔
真
柳
便
。
中
世
而
「
後
。
錐
経
生
楷
隷
。
猶
得
以

(
錬

)

揚
「
騨
而
鳴
鞭
。
五
季
日
卑
。
我
「
宋
興
焉
。
士
以
徳
進
。
捨
芸
之
「
偏
。
既
窒
其
進
取
之
塗
。
故
世
「
之
以
書
名
家
者
。
皆
不
雑
以
「
人
。
而
純
乎
天
。
更
「
八
葉
之

「
予
豊
。
乃
「
設
学
而
「
詳
延
。
有
箭
者
出
。
集
其
大
全
。
「
蓋
縁
毅
献
而
来
。
遡
「
崇
観
而
前
。
或
営
華
以
抜
棘
。
或
宮
培
而
及
肩
。
或
小
醇
而
「
大
疵
。
或
舎
正

(繋
)

而
取
権
。
六
書
「
之
統
。
殆
所
謂
帝
之
死
。
不
得
「
其
伝
也
。
蝋
蝋
喬
嶽
。
洋
洋
大
「
川
。
草
木
風
雲
。
波
涛
鮫
醜
。
我
「
系
此
評
。

其
然
量
然
。

較

三
十
「
里
。

(日
録
作
相
台
)

後

八
百
年

。
倦
翁
岳

珂
。

(原
文
は

「
に
て
改
行
、
カ

ッ
コ
内
は
法
書
賛
の
校
正
。
目
録
は
真
蹟
目
録
の
校

正
)
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②

徐
溜
仁
重
刻
英
光
堂
帖
眩

英
光
堂
帖
。
世
紗
伝
本
。
萢
大
撤
碑
帖
記
証
云
。
豊
存
叔
得
r
衰
柳
荘
家
。
今
止

一
冊
。
餓
不
知
散
落
何
処
。
蓋

三
百
年
前
。
宝
貴
如
此
。
壬
寅
五
月
。
携
家

呉
門
。
兵
父
患
難
之
中
。

一
旦
得
之
f
修
仙
巷
李
氏
。
錐
厘
有

三
十
五
帖
。
大
美
忌
完
。
亦
不
作
求
全
之
想
。
因
情
海
塩
胡
衣
谷
。
細
心
撫

刻
。
務
使
与
原
本

緕
毫
不
失
。
余
朝
夕
対
勘
。
両
年
而
成
。
第
倦
翁
当
日
。
不
出
善
工
。
致
行
筆
有
不
順
処
。
弦
亦
循
之
不
改
。
道
光

二
十

四
年
甲
辰
四
月
。

上
海
徐
溺
仁
記
。

㈲

銭
泰
吉
、
甘
泉
郷
入
稿
巻
十

一
英
光
堂
帖
祓
。

ω

翁
方
綱
。
復
初
斎
文
集
巻

二
十
八
、
践
英
光
堂
残
帖
、
践
英
光
帖

三
則
。

付
記

明
、
萢
明
泰
、
米
裏
陽
外
紀
、
清
、
趙
懐
玉
、
亦
有
生
斎
詩
文
集
巻
八
に
英
光
堂
帖

に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
後
考

に
倹

つ
。
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米
艀
の
英
光
堂
帖
に
つ
い
て


